
(法第 28条第 1項関係 「前事業年度の事業報告書」)

令 和 5年度事業報告書

令和 5年 4月 1日 から令和 6年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人里山保全竹活用百人会

理事長 井上  隆
1 事業の成果  以下の事業を実施 しました

当団体は里山環境保全を第一に取 り組んでいますので大きな営利を目的としていませんが、事業を行
っていく上での必要な消耗品等を準備するために竹製品等の製造・販売を行 う活動も取 り入れ、今年度

事業も無事終了することができました。また、竹田市からの交付金 (里山環境整備事業)と 里山再生事

業 (新規)の受注事業費を受けることが出来、作業員 (2名 )を雇用 し長期間にわたり里山整備活動や

竹楽事業に大きな役割を果たしてもらうことが出来ました。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事業名
(定款に記載した事業)

具体的な事業内容
実施

日時
実施場所

従事者の

人数

受益封象者の

範囲及び人数

支出額

(円 )

『 もみじフェスタた

けた竹灯籠「竹楽」』
のイベン ト事業

●城下町界隈に約 2万本の竹灯籠テど
並べ幻想的な雰囲気を演出する竹
田市の秋のイベン ト

第 24回竹楽 4年振 リフルスペッ
クでの開催
新型コロナウイルス感染症が 5

類に移行されたことをうけ、 4年
振 りにフルスペックでの開催で意
思統一し当日を迎えました。 5類
に移行されたとは言え、見学の

際、密になりそ うな箇所では注意
を促すアナウンスや、飲食を伴 う
スローフー ド屋台村では、昨年作
成 した感染対策マニュアルをもと

に出店者や飲スペースを利用する
お客様に対し注意を呼び掛けるな
どの対応をしました。

竹楽準備では、伐竹作業に約 80

名のボランティアの皆様にご力日勢
をいただき、約 6000本 の青竹を

根倒 ししました。竹加工作業は、
10月 14日 (土)～ ■ 月 12日 (日 )ま

での毎週末行い、多くのボランテ

ィアの皆様にご力日勢をいただきま
した。あいにくの天候 となり昨年
と比べ来場者数は減少 となりまし

たが、無事終了することができま
した (3日 間の来場者数…■4,000

人)

11月

17・ 18

19

城下町界限 事業従事

者延べ

約 500名

地域住民

不特定多数

6,486,459

竹屋竹炭を素材にし

た商品開発・販売事

業

●竹楽で使用 した竹灯籠を利用 して

カ トラジー製作

竹楽で使用 した竹灯籠を再利用
して作製 した「竹ベラ」製作・販売
しました。

今回、竹ベラなどの製品づ くり
の効率を高めるため、助成金等を

活用 し機材を購入す ることができ
ました。今後は、機材を活用 したワ
ークショップを開催するなど、竹
に触れる機会を増や していきたい

と考えています。

通年 竹田市植木 事業従事

者 3名
652,380



環境保全に関係する

研究と提案事業

0大分県森林環境税事業
「里山保全親子森林教室」
「九電みらい財団事業」

固定公園や国立公園のある自然
豊かな竹田市。恵まれた環境下に

おいて様々な体験を行い、学びの

場から自然やそこに住む貴重な

動植物を保全する心を養 うこと

を目的に、大分県の森林環境税の

補助を受け、8月 に里山保全親子

森林教室を実施 しました。

(12月 はインフルエンザ流行のた

め中止)

0竹田市里山環境整備事業

作業員を雇用 し、地域の里山整備
事業等を行いました。
また、行政や一般の方からも里山
整備の委託事業を受け、作業を行
いました。

●大学並びに企業交流

大分大学や大分県立芸術文化短

期大学をは じめ県外の大学生に
よる竹加工体験交流や竹資源研

究の提案を受けました。また、一

般を対象 としたワークショップ

を行い、環境保全をテーマに未来
に向けての竹活用研究について

提案を受けました。

8月 19日

9月 ～12月

10月 7日

2月 17日

通年

8月 22日

9月 20日

10月 15日

10月 29日

10月 18日

11月 18～ 20日

11月 20～

12月 3日

竹 田市九重野

竹田市枝地区

竹 田市一円

竹田市植木
(竹楽作業所内)

事業従事者

20名

伐竹作業

約 80名

約 60名

通年作業 3名

大学生 。一

般参加者

約 150名

市内外

28人
6,146,656

各種媒体による広報
と情報発信事業

●各種媒体による竹楽等の情報発

信

紙媒体や Facebook・ インスタグラ
ムなどの SNSを活用 し、竹楽を始め

当法人の活動を幅広 く情報発信を行
いました。

また、竹楽順路マップをデジタル

化する実証実験を行いました。

通年 6名 902,079

0～④に関する文化
振興事業

●竹楽 街角コンサー ト

豊音寺特設ステージに限定し街角
コンサー トを実施 しました。
参カロアーティス ト

樋 口 了一さん

古澤  剛さん

0竹オブジェ製作
里山から切 り出した竹を活用 し、

駅前と商店街の一角に大型のオブジ
ェを製作 しました。
●竹楽 25周年 目前記念コンサー ト

毎年ボランティアで竹楽の音楽イ
ベン トに参加頂く、樋 口了一さんと

古澤剛さんのスペシャルコンサー ト

をグランツたけた 「廉太郎ホール J

で開催 し、市外から多くのファンの

方が駆け付け楽 しんで頂きました。

11月 17・

18 日

11月 4日
■ 月 6日

3月 2日

竹田市竹田

豊音寺特設ステ

ージ

竹田市竹田

駅前・市街地

竹田市玉来

グランツたけた

約 10名

約 15名

約 10名

不特定多数

不特定多数

373,730

14,561,304

(法第 28条第 1項 「前事業年度の計算書類 (活動計算書)」



令和 5年度 活動計算書

令和 5年 4月 1日 か ら令和 6オギ 3月 31日

特定非営利活動法人里山保全竹活用百人会

(単位 :円 )

科 目 金 額

I 経常利益

1.受取会費

正会員受取会費

賛助会員受取会費

2.受取寄附金

受取寄附金

3.受取助成金等

受取民間助成金

受取補助金

4.事業収益

売上高

5。 その他収益

受取利息

委託金

雑収益

繰入金

経常収益計

Ⅱ 経常費用

1.事業費

(1)人件費

給料手当

福利厚生費

(2)そ の他経費

売上原価

会議費

委託事業費

諸謝金

宣伝広告費

通信運搬費

備品消耗品費

旅費交通費

事務消耗品費

作業消耗品費

修繕費

247,000

0

247,000

15,143,440

261,000

261.000

7,073,176

613,510

6,459,666

398,080

398,080

7,164,184

38

3,368,940

3,795,206

0

5,207,190

5,075,700

131,490

9,354,114

799

49,248

857,000

389,000

469,379

71,646

953,340

200,000

100,099

2,304,671

58,619



食料費

水道光熱費

賃借料

保険料

車両費

雑費

接待交際費

仮設工事費

租税公課

事業費計

2.管理費

売上原価

諸謝金

印刷製本費

会議費

車両費

通信運搬費

事務消耗品費

備品消耗品費

作業消耗品費

旅費

修繕費

食糧費

水道光熱費

賃借料

接待交際費

保険料

租税公課

負担金

委託金

雑費

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

373,862

tr)2,970

3,094,904

253,374

191,949

128,154

180,000

122,100

3,000

14,561,304

15,005,148

0

55,000

0

59,400

0

33,816

87,183

0

0

0

0

0

0

31,000

16,995

0

7,200

0

150,000

3,250

443,844

138,292

138,292

323,100

△ 184,808

7,127,676

6,942,868

(法第 28条第 1項 「前事業年度の計算書類」 (貸借対照表))



令和 5年度 貸借紺照表

令和 5年 4月 1日 から令和 6年 3月 31日

特定非営利活動法人里山保全竹活用百人会

(単位 :円 )

資 産 の 部 負 債 の 部

科   目 金  額 科   目 金  額

【流動資産】

現 金 及 び 預 金

商      品

未 収 入 金

4,265,555

23,984

2,880,495

【流動負債】

未   払

預   り

金

金

214,026

13,140

負債の部合計 227,166

正 味 財 産 の 部

当期純損益

前年度繰越利益剰余金

△ 184,808

7,127,676

正味財産 6,942,868

資 産 の 都 合 計 7,170,034 負 債 及 び正 味財 産 合 計 7,170,034



(法第 28条第 1頂 「前事業年度の計算書類」 (財産目録))

令和 5 財産 目録

令不日5年 4月 1日 から令和 6年 3月 31日

特定非営利活動法人 里山保全竹活用百人会

(単位 :円 )

科   目 金 額

I 資産の部

1.流動資産

現金

大分銀行普通預金

豊和銀行普通預金

県信用組合普通預金

郵便局当座預金

商品在庫

未収入金

流動資産合計

2.固定資産

資産合計

Ⅱ 負債の部

1.流動負債

未払金

預 り金

流動負債合計

2.固定負債

負債合計

正味財産

負債及び正味財産合計

14,559

4,089,976

81,008

73,012

7,000

23,984

2,880,495

214,026

13,140

7,170,034

0

227,166

227,166

0

6,942,868

7,170,034


